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概要  ＥＡ(600 字～800 字程度にまとめてください) 

Arx 遺伝子による嗅球介在神経細胞の移動・増殖の分子機構を解明するために野生型及び Arx
遺伝子欠損マウスの嗅球において遺伝子発現の変動を DNA マイクロアレイにおいて解析した。

DNA マイクロアレイの結果をもとに in situ hybridization を行った結果、細胞接着分子である Plexin 
C1 遺伝子と細胞分裂に関与する遺伝子である Prc1 遺伝子が Arx 遺伝子欠損マウスの嗅球介在

神経細胞において発現が減少していることが確認された。Plexin C1 と Prc1 遺伝子が嗅球介在神

経細胞の移動・増殖を制御している可能性が示唆された。今後、後述するレンチウイルスベクターの

系などを用いてこの可能性を検証する実験を行う予定である。 
嗅球介在神経細胞の移動・増殖の分子機構を解析するために、新たにレンチウイルスベクターを

用いた遺伝子導入実験を試みた。GFP 遺伝子を搭載したレンチウイルスを新生マウスの脳室に感

染させ、1-2 週間後に解析すると新生した嗅球介在神経細胞に効率よく GFP 遺伝子が導入されて

いることが確認できた。さらに、この GFP 遺伝子によってラベルされた新生嗅球介在神経細胞の発

達過程を解析した。新生介在神経細胞は時間がたつにつれて樹状突起の進展及びスパイン形成を

徐々に進めていくことが観察された。この時に、片鼻を閉じて神経活動を低下させると新生介在神経

細胞の樹状突起の進展及びスパイン形成が未発達になることが明らかになった。新生介在神経細

胞の樹状突起の進展及びスパイン形成には神経活動依存的な過程が存在することが明らかになっ

た。さらに今後、このレンチウイルスベクターの系を用いて嗅球介在神経細胞の分化・移動・増殖の

分子機構に関与する遺伝子の機能解析を行っていく予定である。 
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欧文概要ＥＺ  

The homeobox transcription factor Arx regulates the migration of olfactory bulb 
interneurons. To identify downstream targets of Arx, we performed microarray analyses 
between the wild-type and Arx-deficient telencephalon.  For genes showing the changed 
expression level, these expression patterns were confirmed by in situ hybridization. 
The expression of Plexin C1 and Prc1 genes are decreased in Arx-deficient interneurons. 
Both two genes are the candidate genes regulating the neural migration. 

To study the molecular mechanism of neural migration, we applied the lentivirus 
vector system to gene transfer into olfactory bulb interneurons. We analyzed the 
developmental process of OB interneurons with lentiviral vectors, revealing that the 
neural activity is necessary for the dendrite elongation and spine formation of OB 
interneurons. 

 


